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精華サンライズコミュニケーション

令和7年度　第3回　役員会　

令和7年6月12日　（木）　 時　　間 7:00～8：00
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　・商工会本会は、賀詞交換会を刷新したいと考えている。ＳＳＣメンバーの発表ができるのは
　　当たり前ではない。発表をさせて欲しいと早急に申し出て欲しい。(森本顧問)

・各部会で方針を決めてもらい、会長にこれをやりますと報告してもらって承認するだけ
でよい。このままでは、年度内に何かやるのは厳しい。(桃井顧問)

・以前は、各部会長から進捗を事前に提出して貰っていた。HP更新の業務は私に振ってく
ださい。(藤澤さん)

・この一年何もせずに終わってしまう。　異業種交流をすれば、新たなお客様が出来るの
ではとの思いから、最初は見学から始まったので見学に戻しても良い。何も決まっていな
いので何をやっても良い。何かを新たに作り出すことが目的。SSCのメンバーだけで異業
種交流を行ってもよい。出展者と見学者を分けるので平日に二日に渡って行えばよい。ビ
ジネスメッセ一日出店して、寄ってくれるのは十数人程度なので、SSCメンバーだけの異
業種交流会でも２日でやったとして約15人は来てくれるので効率が良い。(森本顧問)

　・三方良しとは地産地消のこと。ブース出展だけではない。小規模で限られたメンバー内で異業種
　　交流を行うことでも良い。(桃井顧問)
　・場所は、商工会館、役場交流ホール、けいはんなプラザ「てんくう」のどれかを想定。
　・部会長には、場所決めと広報をやって貰えば良い。
　・時期は、１０月の精華祭りの後の１１月に開催すると決める。
　・SSCメンバー全員が出展者で、全員が来場者。　出店者1人につき長机１本を割り当てる。
　・次回の本会で各部会長からＳＳＣ全メンバーに向けて発表して貰うこと。
　・HP更新は藤澤さんに依頼する。　集合写真UPを直ぐに行う事。（森本顧問)
　・発表者の候補は、サンシード社と堀江設計が名乗り出てますが、鶴田さんにも声掛けする。
　・朝活に参加したいので商工会に入会したい人も居られる。多くの会員に団体のトップをする楽し
　　さと困難さを体験し学んで貰う為に任期１年としている。(森本顧問)

　・部会長が本日欠席。開催場所など未定の状態。おそらく何も決めてないと思われる。(会長)

　・発表希望者がないなら、堀江設計がやらせてもらう。昨年は、桃井顧問も発表を待機して頂いた。(堀江)

　・前回ﾌﾟﾁﾒｯｾを行うと申し上げたが、動けていない。(会長)
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・自社PR部会

・賀詞交歓会部会（部会長：竹岡さん）

　　HPの更新状況

12月5月

4 閉会 敬称略

◆各部会報告

1月

3

協議事項

その他

2

◆入退会について

　・2025年度版を用意している。後はリンクさせるだけの状態。(会長)

4月

　・今年は、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾは中止だがｽﾏｰﾄｴｷｽﾎﾟは行うので、けいはんな推進機構から地元の企業も出
　　展したいと申し入れているが、決まるのはギリギリになる。ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾの出展料は20万～規模
　　により数百万円。ﾗﾎﾞ棟は、説明によっては使えると思う。(大山さん)
　　→今年はSSC創立時に戻って見学だけでも良い。ｽﾏｰﾄｴｷｽﾎﾟはSSCが出展するのは費用もﾚﾍﾞﾙ
　　　も難しい。(森本顧問)
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7月

◆令和7年度スケジュール

　　　無し。

・ビジネスメッセ部会（部会長：前西さん）

連絡・依頼事項

次回開催日時
及び場所の確認

7月 10日（木） 時間 7：00-8：00

商工会館
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本日の資料、スケジュールの確認等　　　司会進行：会長 井筒

本日のタイムスケジュール
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（1） 各部会より進捗・計画等報告
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・自分の仕事が多忙の為、動き難い状況が続いている。(会長)
　→他の人に振ってくれたら良い。(堀江)
・会長が動けないことを三役で情報共有していたのか？　三役で方向性を決めてから本会
や役員会に図る様に。会長が動けないなら、動ける人を使えば良い。(喜多さん)


